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総 会 報 告  
 

平成２８年度総会で、本年度のＡＳＡＺＯＯボランティア－ズの活動を開始しました。 

日時：平成２８年４月３日（日） １０：００～１２：００ 

場所：科学館２Ｆホール 

参加：３５名 

 

◎ 開 会 

☆ 安佐動物公園園長ごあいさつ 

  南 心司園長 

(協会 常務理事) 

 

 

 

 

Ⅰ 安佐動物公園から 

 ①動物公園メンバー紹介 

   今年度メンバーの入れ代りがたくさんあったということで、ごあいさついただきました。 

   特に、ＡＳＡＺＯＯボランティアーズの立ち上げ当初から担当になりお世話になった竹内係

長が飼育・展示課へ異動、今年度より企画広報課係長は嶋田浩明さん。 

  ＊ 安佐動物公園 企画広報課メンバー紹介 

    嶋田浩明係長、谷口伸広技師、佐藤周平技師、市川彩代子技師 

   動物公園に新メンバーが３名、飼育係に加わりまし。 

 ② 平成２７年度 安佐動物公園行事報告（総会資料Ｐ３～５） 報告：谷口 

 ③ 平成２８年度 安佐動物公園表示予定（総会資料Ｐ６～１６） 報告：谷口 

 

Ⅱ ＡＳＡＺＯＯボランティアーズから 

 ① 平成２７年度 ボランティア報告    進行：M.K 

  ・全体活動報告（総会資料Ｐ１７～１８）  報告：M.K 

  ・ガイドグループ活動報告（総会資料Ｐ１９）  報告：T.T 

  ・作業グループ活動報告（総会資料Ｐ２０）   報告：T.K 

  ・ボランィアーズ会費 収支報告（総会資料Ｐ２１）  報告：M.O 

  ・会計監査報告（総会資料Ｐ２２）  報告：M.K 

   ※ 年会費は、通信費として集めているが、２７年度は返信はがきを動物園からいただいた

ので、例年より多い約６万円の繰越金が出たとの報告がありました。 

   ※ 拍手により、会計報告は承認されました 

  

 今年度、ガイド９名・作業６名の新しいボランティアを迎えて、ＡＳ

ＡＺＯＯボランティア－ズは約１００名になりました。ボランティアー

ズの皆さんには、動物ガイドやツアーガイド、花のお世話やベンチのペ

ンキ塗りなど、いろいろ助けていただきありがとうございます。 
 今年度もどうぞよろしくお願いします。 
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② 平成２８年度のボランティアーズの推移 

  ・平成２７年度で退会 

    ガイド  １２名 

    作業    ５名   （内１名ガイド＆作業登録）  

    実数   １６名 

  ・平成２８年度 

    ガイド  ５７名 

    作業   ４７名   （内１１名ガイド＆作業登録） 

    延人数 １０４名 

    実数   ９３名 

   ＊当日参加の新メンバー７名の方に自己紹介をしていただきました。 

   ※総会資料のメンバー表の◎（ガイド＆作業登録）に一部誤りがありましたので訂正します。 

③ 平成２８年度ボランティア約円候補紹介、承認を得て下記の通り決定しました。 

ＡＳＡＺＯＯボランティアーズ 

平成２８年度役員 

代表 M.K 

 （ガイド） （作 業） 

副代表 
T.T 

Y.M 

T.K 

S.K 

記録広報 

T.T 

A.T 

H.A 

 

K.S 

K.S 

会計 M.D M.O 

会計監査 K.K M.K 

監事 

Y.I（Ａグループ） 

Y.F（Ａグループ） 

T.K（Ｂグループ） 

N.M （Ｂグループ） 

T.K 

J.K 

 

④ 平成２８年度 ボランティア行事及び活動予定 

   ・全体＆ガイドグループ 報告：M.K 

     ほぼ前年度と同じ。ＡＢＣグループでのガイドツアーを引き続き行います。みんなでガ

イドの在り方を考えたり、互いに学び合ったりする機会にしたい。基本的に第１日曜日に、

奇数月は午前、偶数月は例会のあと午後に行います。園の行事やＧＷなどで変更もありま

す。 

     ４月＝Ａグループ、５月＝Ｂグループ（第２日曜日に）、６月＝Ｃグループ です。 

   ・作業グループ    報告：T.K、S.K 

     ほぼ前年度と同じ。基本的に第１・第３土曜日に活動します。種まきや植え替えの作業
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の月は毎週することもあります。予定表で確認してください。 

今年も種まきは年２回。興味のある人は、作業だけでなくガイドの人も参加できます。

４月１６日にヒマワリの種まきをします。 

今年も「水やり当番表」を作って水やりをします。水やりは２、３時間かかるので、多

数の参加、協力をお願いします。 

   ・その他 

    ◇ 春の園外研修は、５つの候補より参加者の多数決で「宇部ときわ公園（動物園）」に

なりました。別紙にて案内をします。 

    ◇ 職員の方との「ＺＯＯぼらカフェ」は、職員の作業のご都合などに合わせて不定期に

なるかもしれないが計画するので、参加してください。 

⑤ 各グループ、各係からの連絡 

   ・記録広報 

     前年度と同じように「ずうぼらだより」を偶数月２０日に発行します。原稿の締め切り

は偶数月の１０日。みなさまからの投稿をお待ちしています。 

・会計より 

平成２８年度の年会費は例年通り。 

平成２７年度の前年度繰越金をガイド・作業で等分に分け（ただし１０００円以下は本

会計に繰り入れる）、手元現金として各グループで出納管理します。 

   ・毎月第４日曜日に「ひつじ村」を開村します。興味のある方は、ガイド・作業問わず参加

をお待ちします。 

   ・Ｃグループの監事が決まっていないので、当面の間Ａ・Ｂの監事でお世話をすることとし

ます。 

   ・園からのお願い 

    ボランティアの方へ電話等で連絡を取る場合は、留守電にメッセージを入れる時も、必ず

「ASAZOOボランティアの○○です。」と名乗ってください。 

◎ 閉 会 

  引き続き１２時まで茶話会を行いました。多数の参加で、話もはずみました。 

 

☆午後には、今年度１回目の「ツアーガイド：アミメキリン⇒ダチョウ⇒シマウマ」を行いました。 

（報告：A.T・T.T） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月３日 安佐動物公園の駐車場の桜が満開に 
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ツアーガイドレポート３月 

 

・開 催 日：平成２８年３月６日（日） １０：３０～１１：３０ 

・天 候：くもり 

・解説動物：ツキノワグマ（T.K）⇒猛禽（K.K）⇒ライオン（A.T） 

・ボランティアスタッフ：J.M、H.O、N.M、S.N、T.T、Y.F、M.D、Y.M、Y.K、 

M.K、T.T 

・参加人数：１６名（２８年度ボランティアの研修中の方４名を含む） 

 

 今回は、解説動物の展示場が離れているので、初めての試みとして途中のキョンやヒョウのミニ

ガイドを入れながらみんなで移動しました。まさにツアー。 

＊ツキノワグマの T.Kさん 

 久しぶりのガイドとのことでしたが、ベテランの落ち着きと流暢な話で参加者を引きつけていま

した。 

 ツキノワグマは、臆病。目と鼻はとても良い。走るのは時速４０～５０キロで意外と速い。だか

ら、クマとの鉢合わせはとても危険。逃げると追いかける。死んだふりも効果なし。クマの目を見

ながらゆっくり後ずさりをして、クマが去るのを待つしかない。一番良いのは、人が近づくことを

音で知らせて、鉢合わせしないようにすること。 

＊トビ・ハヤブサ・ホンドフクロウの K.Kさん 

 動物、植物の知識の豊かさはガイド随一。困った時の神頼み！いえ、困った時の K.K さんだのみ。 

 飛んでいるトビとタカの見分け方。トビの尻尾は三味線のバチの形、タカは扇の形。 

 フクロウは、飛ぶ時羽音がしない。それは、羽の先がギザギザになっているから。本物の羽を見

せていただき、百聞は一見にしかず。 

＊ライオンの A.Tさん 

 物静かなイメージの A.T さんですが、話し始めるとライオン大好き、子ども大好き！ がにじみ

出る楽しい話しぶり。この日もクイズ形式でガイドを進めました。いくつか紹介すると…。 

 Ｑ：ライオン界でイケメンは？ ⇒ Ａ：たてがみの色が黒毛のライオン。タフで男らしいイメージ。 

 Ｑ：野生のライオンは、単独で生活か群れで生活か？ ⇒ Ａ：群れ。ネコ科ではライオンだけ。 

 Ｑ：動物園のライオンにストレスを抱えさせない工夫は？ ⇒ Ａ：寝床の部屋に窓がある。群

れで生活する動物なので、互いの気配が感じられるように。 

＊ツアー後の振り返りでは 

 ・次の解説動物に移動するときに、ミニガイドをしながら歩いたのは良かった。マイクを付けて

いたので、移動中の話もよく聞こえた。お客さんにも喜んでもらえた。 

 ・ガイドは、自分の担当動物だけでなく、周辺の動物や植物や木についても広く浅くでよいので

勉強しておくと、繋ぎができてよい。 

 ・ボランティアは動物に慣れているが、お客さんが真似ては危険なので、動物に触れない。 

（報告：T.T） 
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＊トビ・ハヤブサ・ホンドフクロウの K.Kさん 

朝から雨が降り出しそうな曇り空でお客様も少なかったのですが、10 時 30 分には熱心なお客様がク

マ舎の前に集合し、M.D さんの司会で T.K さんのツキノワグマの解説が始まりました。ツキノワグマは

雪が降り始めると樹洞や土穴に潜り込み冬ごもりをすることや、雌は冬ごもり中に 1～2 匹の赤ちゃん

を出産することと着床遅延といわれるその仕組みについて解説し、最後にクマに出会わないための注意

や出会った時の対処の方法について話しました。普段はぼそぼそと話す T.Kさんですが、解説の場に立

つとフリップ（説明用の図版）をもって流ちょうに理路整然と話をされ、古参ボラの面目躍如でした。 

 クマの解説が終わった後はブラックバックとキョンの前を通って、K.K が、キョンは雄が牙をもつ原

始的なシカであることや伊豆大島で台風により逃げ出したキョンが野生化し被害を出して特定外来生

物に指定されているなどのお話をしながらフクロウ舎へと向かいました。 

 フクロウの解説は K.K が担当しました。3 月はちょうどフクロウの繁殖期なので、いつもは優しいフ

クロウも巣に近づくと攻撃してくることや、メスが抱卵しオスが餌運びをすることなどを話しました。

ずっと昔、S.C さんたち飼育係がワシミミズクの繁殖行動の観察をしたときにオスがメスに餌を渡す際

に「ホゲホゲホゲ」と鳴くことを発見し、当分の間飼育課では「ホゲホゲ」とあいさつすることが流行

したエピソードを話すと、お客様から笑顔がこぼれました。 

 続いて、トラ舎の前を通る時には M.Dさんがトラとヒョウの紹介や動物公園での暮らしについて話し、

ライオン舎へのつなぎをしました。 

 ライオン舎の前ではたてがみの毛の入った袋を持って A.Tさんが待っていました。それだけで子ども

たちは興味津々、ノリノリになりました。A.T さんも写真入りのフリップをもって、たてがみに関する

ことなど５つのライオンクイズをしました。ライオンのイケメンはたてがみの大きさと黒さで決まるそ

うで、立派なたてがみになるには 5年以上もかかるそうです。たてがみの毛は飼育課の南方さんから借

りたとのこと、このような飼育担当者との連携、GJ！（good job良い仕事されてますね）ですね。 

 今回のツアーガイドは、お客様が後戻りしなくてよいように、順路に沿ってクマ、フクロウ、ライオ

ンの順に解説し、途中にあるキョンやトラもスル

ーしないでちょっとした解説を加えながら見て

いただくなどの工夫をしました。事後の反省会で

も、「ツアーガイド」らしくていいねと好評で、

担当以外の動物についても誰もがちょっとした

つなぎのお話ができるようになろうということ

になりました。回を重ねるごとに参加メンバーも

少しずつ増えて、形も整ってきているので、これ

からも、毎月第 1日曜日の「ツアーガイド」の集

まりの場を大切にしていきましょう。 

 

ツアーガイドレポート４月 
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・開 催 日：平成２８年４月３日（日） １３：３０～１４：３０ 

・天 候：くもり 

・解説動物：アミメキリン（M.T）⇒ダチョウ（S.N）⇒シマウマ（H.T） 

・ボランティアスタッフ：H.O、T.T、Y.F、M.D、Y.M、K.K、Y.I、M.K、S.C、K.U、 

T.K、I.K、A.K、K.O、S.I、R.N、T.T、H.A 

・参加人数：１６名 

 いよいよ平成２８年度の始まり。今年度の新メンバーを迎えて、ガイドツアーをスタートしました。

桜も満開。アフリカゾーンの動物たちも元気いっぱいです。３月２３日にアミメキリンの赤ちゃん〈ア

キヨシ（父親）・キリコ（母親）〉が誕生し、４月２日から公開が始まっています。賑やかな中でのツア

ーガイドとなりました。 

＊アミメキリンの M.T さん 

 ニューフェイスの高校生。キリンの赤ちゃん目当てのお客さんが多数いたり、反対側からはゾウの調

教の音が聞こえていたり、状況は決して良くないにも関わらず、とても落ち着いた話しぶりでした。 

 アミメキリンとマサイキリンの柄の違いを自分で描いた絵を見せながら、解説。マサイキリンのハー

ト柄も見てみたくなりました。野生のキリンは危険がいっぱいなので、寝る時も立ったままですが、動

物園のキリンは、足を畳んで安心して眠ります。キリンの妊娠期間は１５０日ほど。公開中の赤ちゃん

を見ながら解説しました。 

＊ダチョウの S.Nさん 

 日頃はスポットガイドで、ダチョウの卵や骨や羽毛を用意してお客さんと対話しながら解説をされて

います。この日も、お客さんが興味を持ちそうなことを話題にして反応を見ながらベテランの解説でし

た。 

 ダチョウの卵でＯ１５７・ＳＡＲＳ・花粉症に効くワクチンなどを開発している話。ダチョウの足の

皮膚を見ると、恐竜が鳥類に進化するときのうろこの名残が分かる。 

＊シマウマの H.Tさん 

 サバンナテラスには、解説お願いしますとばかりシマウマが集まってきまし

た。良く通る声でゆったりとした話しぶりに引き込まれました。お客さんも話

とシマウマを見聞きし納得の様子でした。 

 安佐動物公園のシマウマの飼育は、古賀賞「グランドシマウマの累代繁殖と

個体群管理」を受賞している。シマウマには縞模様があるが、縦縞か横縞か。

皮膚の色は、肌色か黒か。など簡単そうで考えるクイズで盛り上がりました。 

＊ツアー後の振り返りでは 

 ・マイクを使う時は、聞き手の方にスピーカーが向くようにする。体を動かす時には、スピーカーの

向きを意識して大きく動き過ぎない。参加者みんなに少しずつでも目を向けて話すとよい。 

 ・ツアーガイド、スポットガイドそれぞれに良さがあるので、いろいろやってみて自分のスタイルを

作るとよい。 

 ・４月５月は、ガイドに慣れない方も一緒に勉強できるように、ツアーガイドにスタッフとして参加

することをお勧めする。４・５・６月のガイドツアーには、新メンバーの方に登場してもらう予定。 

                                             （報告：H.A・T.T） 
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＊ダチョウの S.Nさん 

今まではツアーガイド参加協力といいながら通常行っているスポットガイドの延長として加わって

いました。今回初めてツアーガイドとしてダチョウの案内に取り込んでみました。その結果、時間、聴

衆、展示物、声の大きさへの配慮をしなければならないと思いました。 

―時間― 

スポットガイドの場合は時間の制限はなく、その時々の動物の行動、聴衆の興味によって自由に話題

を持って行くことが出来き、一つの事柄をより詳しく説明することも、また入れ替わりがあるため同じ

ことを何回もダブって言うことも許される。それに対してツアーガイドの場合、限られた時間内にガイ

ドが主導権をもって一定のテーマにそって話題を完結せねばならない。 

―聴衆― 

スポットガイドの場合は、話す距離、展示物、動物との方向位置距離感など確認しやすく、拡声器な

どの音の大きさ、方向など気にしなくてもよい。しかしツアーガイドの場合、参加者は前面（特に今回

のお客様は真面目な方が多かったのかひたすらガイドの説明を聞かれ、展示物をいじることもなく）に

立たれて、動物の方向や展示物のためにスピーカーの方向がずれることが多かったように思われる。 

―展示物― 

スポットガイドの場合は、展示物をセットする段階でお客様が興味を示してくれ、この時点で解説が

始まる。ところが今回は、展示物を解説間際まで隠してやろうとしたため少し混乱した。 

―対象動物― 

キリンの赤ちゃんの公開、ゾウの公開調教が重なったことで、ガイドの時はいつも近くに来てくれる

雄（ダチョウ）のスター意識？ が薄れたのか、なかなか近くにきてくれなかったのでダチョウを目で

追うことになり、前を向いての説明が出来なかった。 

以上が今回のダチョウツアーガイドの反省です。自己評価７０～７５点ぐらいかなぁ。これらの反省

をふまえ、これからも決して動物図鑑的な説明でなく、五感を生かし常に新しい情報を伝えていきたい

と思います。ガイドボラの皆様スポットガイド、ツアーガイドそれぞれいい点があり自分に向いたガイ

ド方法をみつけてください。 
 

＊アミメキリンの M.T さん 

「キリンのツアーガイドに参加させていただきました」 

私は、安佐動物公園のガイドボランティアに今年入りました。まだ右も左

もわからない中、ツアーガイドに誘っていただき、次へのキッカケになれば

と思い、引き受けさせていただきました。ボランティア養成講座などでガイ

ドボランティアの方のガイドを見たり聞いたりはしていたのですが、いざ自

分となると何を話そう、あんな風にしっかりとお話しできるだろうかと不安も大きかったです。 

ツアーガイドは、私がガイドをするキリンからということで、さらに緊張してしまいました。話が飛

んでしまうこともありましたが、ボランティアの先輩方にたくさん助けていただき、なんとか最後まで

話すことができました。そして、お客さんもしっかりとキリンと私を見ながら話を聞いてくださり、嬉

しかったです。少しでも伝わっていればと思います。 

これからのスポットガイドやツアーガイドへの課題を見つけることもできました。 

次の機会がありましたら、もっと皆さんが「面白いな」「聞いてよかった」「もっと知りたい」と思

ってくださるようなお話が出来るように頑張っていきたいと思います。 

ボランティアの皆様、園の皆様、本当にありがとうございました。 
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作業ボラ活動報告  
 

２月２０日（土） 

 雨天のため活動を中止し、「ずうぼらだより」発送作業を手伝う。      （参加者７名） 

３月５日（土） 

  展望台コンクリート鉢（６鉢）に土入れをし、ネモフィラを植え付け。 

  カボチャ跡地の草取りとネモフィラ植付け。               （参加者２０名） 

３月１９日（土） 

  展望台コンクリート鉢・カボチャ跡地のネモフィラ撤去。葉牡丹に植替え。 （参加者１３名） 

  ２７年度の反省と２８年度の作業計画内容について等のミーティングをした。（参加者１２名） 

４月２日（土） 

  新規加入者の紹介 

  浄化設備横の新作業場にて、ビニールハウスの屋根のビニール張り等整備。 

  その後、必要資材を旧作業場から運び入れる。              （参加者２５名） 

４月７日（木） 

 雨天のため、木製ベンチリフレッシュ作業中止。 

  ビニールハウス内でヒマワリ種蒔き用ポットに土入れ作業。        （参加者１０名）  

 

（報告：K.S） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新作業場にてポットの土入れ 

入退場門前でパンジーとチューリップがお出迎え 
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       ひつじ村から… 

 
 
 
 

 
 
＊活動報告 

  ・２月２８日(第４日曜日) 

   作業内容：洗った羊毛を解毛しました。 

  ・３月２７日(第４日曜日) 

   ボラ室前のホールに展示していた「フェルトのあさ 

ZOO 」を解体しました。地味な展示で気づかれなかった方も多いかも。時間をかけ、ひつじ

村のみんなで作った羊の毛で出来た動物たちです、又、いつか、形を変えてお逢いしたいと

思っています、こうご期待。 

   

＊４・５月のひつじ村予定 

  ・４月２４日(第４日曜日) １０：００～１５：００ 

   作業予定：５/３・４の糸つむぎイベントの材料準備など。 

  ・５月３・４日（祝日）  

～ZOO イベント「毛刈りと糸つむぎ」の糸つむぎ教室に参加～ 

  ・５月２２日(第４日曜日) １０：００～１５：００ 

   作業予定：毛刈りされた羊毛を洗う。 

        長靴・エプロン・ゴム手袋でガンバッ！ 

 

 

 

ウグイスカグラ（鶯神楽） 

 早春、花がない時節に華道茶道に珍重さ

れるが、桜の時期にもなると桜の花びらが

散った後のように小さすぎて目立たない。 

「ウグイスカグラ」の名前は、ウグイス

が鳴くころに咲く、ウグイスが甘くておい

しい実をたべるとうれしくて神楽を踊る、

ウグイスが隠れるウグイスカグレからに

由来するとか諸説ある。 

            （S.N） 

動物の名前の花さがし 

ひつじ村は、毎月第４日曜日、動物園のどこかで村開き。安佐 ZOO ぴーちくパ

ークで暮らすヒツジたちにもらった羊毛を、洗う、解す、染めるなど、イベント

の材料準備が主な作業です。グループ問わず、興味ある方、通りすがりの見学が

てらお茶だけ参加でもＯＫ、住民登録随時受け付け中！ 
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ＡＳＡＺＯＯボランティアーズのみなさまへ 
いよいよ平成２８年度の活動開始です。継続の方は新しい「楽しい」を、今年からスタートの方

は、お客さんで来ていた時とは一味違った「楽しい」を見つけながら、ボランティアへの参加、お

待ちしています。  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業グループのみなさんへ 

☆５月・６月の活動日のご連絡です 

 ・５月７日・１４日・２１日・２８日（毎週土曜日） 

 ・６月４日・１１日・１８日・２５日（毎週土曜日） 

５月、６月は、育苗や花の植替え時期の最盛期なので毎

週土曜日を活動日とします。また、５月中旬から灌水作業

を行います。多数の参加ご協力をお願いします。 

※総会では、５月の活動日を第二・四土曜日としていまし

たが、毎週土曜日に変更させていただきます。 

ガイドグループのみなさんへ 

☆５月８日 (第２日曜日 ) みんなでガイドの日  

  ・ツアーガイド   １０：３０～１１：３０  

   ガイド動物：Ｂグループゾーンの動物  

   予定：オオサンショウウオ⇒ミーアキャット⇒クロサイ  

☆６月５日 (第１日曜日） (午前中は総会 ) 

 ・ガイド連絡会  １０：００～１２：００  

・ツアーガイド  １３：３０～１４：３０  

   ガイド動物：Ｃグループゾーンの動物  

   予定：シフゾウ⇒シロフクロウ⇒タンチョウ  

         大 きく育 て枝 垂 れ桜 
２０１３年に作業ボラが広島生きもの協会から「奨励賞」を

受賞し、その記念として２０１４年に植樹した枝垂れ桜が今年

も花を咲かせました。 

                ＡＳＡＺＯＯボランティアーズみんなの「記念樹」として、

桜の木もボランティア活動も大きく育つようにとの願いのこも

った枝垂れ桜の木です。 

                特に表彰された時のメンバーは、西園の作業のある時、桜の

季節になった時など自然にこの桜の木に足が向きます。新しい

ボラのみなさんも一度立ち寄ってみてください。 
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  ぼらカフェ OPEN 

＊日時：平成２８年６月５日(日)１５：００～１６：００  

＊場所：科学館２階ホール 

   

 ガイドグループのツアーガイド終了後の短い時間ですが、ボランテ 

ィアと職員の方と、お茶しながら交流の「ぼらカフェ」です。気軽に 

参加してください。 

 

 

春の園外研修へのお誘い 

 

＊日程：５月２９日(日) 

＊行き先：宇部市 ときわ動物園  

詳細は別紙にて 

・注：参加希望の方は同封返信はがきにてお申し込みください。 

・注：参加希望者が少ない場合実行されない場合もあります。 

－会費納入のお願い－ 

・年会費 １、０００円(同世帯家族会員５００円) 

主な使途：「ずうぼらだより」発送費用など通信費、活動時の茶菓代金。 

「ずうぼらだより」はボランティアによるボランティアのための連絡紙です。 

年６回偶数月２０日に発行、送料は皆さんのボランティア会費で賄っています。ボラ

ンティアルームで一息していただけるよう常備のコーヒーなどにも使っていますの

で気軽に利用してください。会費は会計が管理、総会時に会計報告します。 

未納の方は、下記要領で納入お願い致します。 

【納入方法】 

１．来園時に動物園企画広報、またはボランティア役員に預ける。 

   ＊日付、氏名、金額を明記した封筒に入れてください。 

２．振り込み 

振込先：広島銀行   店番 040  口座番号 3092211 

        アサ ズー ボランティアーズ  

 

   ＊振込人名は会員名で、振込手数料はご負担ください。 
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◎動物園ニュース 
☆キリンの赤ちゃんが生まれました 
3 月 23 日（水）にアミメキリンの雌の子どもが

誕生しました。4 月 2 日（土）から公開していま

す。キリンの子どもの公開は 6 年ぶりです。 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
☆オリジナルスマホアプリができました。 
4 月 16 日からオリジナルアプリ「あさ図鑑 asa 
zoo can」の提供を開始しました。本アプリでは

ＡＲ（拡張現実）機能、ＧＰＳを活用し園内を

効率的に周遊できる園内マップ機能、リアルタ

イムな情報配信を行うことができるＰＵＳＨ通

知などの機能を提供します。詳しくはホームペ

ージで。 
 
◎お手伝いをお願いします 
全ボランティア対象 

☆糸つむぎ体験 

 日時=5 月 3 日（火・祝）、4 日（水・祝） 

各日 11：00～14：00 

 募集人数=10 人程度 

 糸つむぎの補助、お客様の整理誘導など 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドボランティア対象 

☆バックヤードガイド 

日時=毎週土曜日 11 時～、13 時半～ いずれも約３０分程度 募集人数=2 人程度 飼育係による

裏側案内の補助、参加者の整理誘導など。 

※毎月最終土曜日の午前は「サンちゃんツアー」です。 

昨年の糸つむぎ教室 

 

母親のキリコとその子ども 

（生後約 1 週間、平成 28 年 3 月 31 日 撮影） 

 

☆モリアオガエルの産卵観察会 

 日時=6 月 11 日（土） 

11：00～、13：00～、14：00～（各回 30 分） 

募集人数=3 人程度  お客様の整理誘導。 

 

☆がんばれカープ！ カープミニ新幹線に乗ろう 

 日時=5 月 5 日（木・祝） 

11:00～12:00  14:00～15:00 

募集人数=5 人程度  お客様の整理誘導。 

 



ＡＭ ＰＭ

1 日 アニマルバルーンアート

2 月 ダルマガエルの目覚め観察会

3 火 ヒツジの毛刈りと糸つむぎ体験

4 水 ヒツジの毛刈りと糸つむぎ体験

5 木 がんばれカープ！　カープミニ新幹線に乗ろう

6 金

7 土 病院 ラクダ 活動日

8 日 中国新聞こども写生大会 みんなでガイドの日

9 月

10 火

11 水

12 木 休園日

13 金

14 土 カエルのための田んぼで田植え体験 ぴーちく
クマor
夜行獣

活動日

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 休園日

20 金

21 土 第2サイ ライオン 活動日

22 日 ひつじ村

23 月

24 火

25 水

26 木 休園日

27 金

28 土
サンちゃん

ツアー
スイギュウ 活動日

29 日 園外研修「宇部ときわ公園」

30 月

31 火

☆

★ 作業ボラの作業内容については天候等に変更されることもあります。詳しくはその都度確認してください。

平成28年度　ＺＯＯ＆ ボラ予定表（5月１日～５月3１日）

月日

安佐ＺＯＯ ＺＯＯボラ

イベント
バックヤードガイト

解　説 作　業

5

この予定は「ずうぼらだより」発送時の予定です。変更される場合も有りますので、活動時などには確認してください。

１０：3０～１１：3０
ツアーガイド（Ｂ）



ＡＭ ＰＭ

1 水

9 木 休園日

3 金

4 土 ヒヒ山 キリン 活動日

5 日 連絡会＆ガイド

6 月

7 火

8 水

9 木 休園日

10 金

11 土 モリアオガエルの産卵観察会 ゾウ 調理 活動日

12 日 オウム・インコデー　インコと記念撮影

13 月

14 火

15 水

16 木 休園日

17 金

18 土 解剖教室～獣医へ入門 病院 ラクダ 活動日

19 日 キリンの日イベント

20 月

21 火

22 水

23 木 休園日

24 金

25 土
サンちゃん

ツアー
クマor
夜行獣

活動日

26 日 ひつじ村

27 月

28 火

29 水

30 木 休園日

☆

★ 作業ボラの作業内容については天候等に変更されることもあります。詳しくはその都度確認ください。

平成２８年度　ＺＯＯ＆ ボラ予定表（6月１日～6月30日）

月日

安佐ＺＯＯ ＺＯＯボラ

イベント
バックヤードガイト

解　説 作　業

6

この予定は「ずうぼらだより」発送時の予定です。変更される場合も有りますので、活動時などには確認してください。

１０：００～１２：００ 連絡会

１３：３０～１４：３０ ツアーガイド


